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２－１ 現状と課題（治水①） 

無堤部、弱小堤の存在 

      ～凡例～ 
計画断面堤防 
暫定堤防 
暫々定堤防※ 
不必要区間 

(１)河道の整備 

（１）河道の整備 
・堤防の整備状況（平成 17 年度末時点）は、特に中下流部で断面を満足していない区間が多い。 

２．現状と課題 

①余裕高 

洪水時の風浪、うねり、跳水等による一時的な水位上昇、巡視や水防活動の安全確保、流木等

の流下物への対応等種々の要素をカバーする余裕。 

②天端（てんば）幅 

浸透に対して安全な断面の確保、常時の河川巡視又は洪水時の水防活動等のために必要な幅。

③のり勾配 

雨水浸透の抑制、除草や維持管理等がしやすいよう３割よりゆるくし、一枚のりとする。 

 

※解説・河川管理施設等構造令、堤防設計指針より 

①余裕高

⑤
表
の
り
１
：３

②天端幅　4.0m以上

1.2m

③
表
の
り
１
：３
以
上

３

１

HWL（計画高水位）

堤防高

※暫々定堤防とは、堤防

の形状を評価して、そ

の高さが計画高水位

未満の堤防をいう 
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２－１ 現状と課題（治水②） 

 

平成 16 年 10 月洪水 47km 付近 
（祝橋上流） 

平成 16 年 10 月洪水 41km 付近 
（愛国橋上流） 

洪水の痕跡水位 

・ほぼ全川において河積が不足しており、河道内樹木や堰・橋梁等の横断工作物が水位上昇の要因となっている。 
・平成 11 年 7 月洪水においては、計画高水位を上回る水位を記録し、浸水被害が発生している。 
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２－１ 現状と課題（治水④） 

（３）老朽樋管 

 

コンクリートが劣化し 

鉄筋が露出した樋管の内部 

（３）老朽樋管：設置から 50 年以上経過した樋管が全体数の約 3 割を占め、老朽化による機能低下及び周辺堤防を含む安全性低下が大きな課題である。 

樋管設置年度 
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